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第６回ゆき軽トラ朝市開催

 

年
末
年
始
「
お
休
み
」
の
お
知
ら
せ 

■
油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー 

 
 

１２
月
２８
日
（
土
）
～
１
月
５
日
（
日
） 

■
油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
分
室
「
に
し
か
わ
」 

■
に
し
か
わ
化
石
館 

 
 

１２
月
２８
日
（
土
）
～
１
月
５
日
（
日
） 

ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

アートクラブ③

 

ゆ
き
の
灯
り 

 

 

１１
月
８
日
（
金
）
、
化
石
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

る
、「
鬼
釜
」（
神
石
高
原
町
新
免
）
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。（
鬼
釜
は
、
長
い
年
月
で
浸
食
さ
れ
た
岩
壁
が
そ
び

え
る
石
灰
岩
地
形
で
す
。） 

 

残
念
な
が
ら
鬼
釜
内
は
入
口
あ
た
り
か
ら
奥
に
向
け
て

雨
水
に
よ
る
水
深
の
あ
る
水
た
ま
り
が
何
か
所
も
あ
り
、

調
査
隊
の
行
く
手
を
阻
み
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
ハ
シ
ゴ

と
板
を
渡
し
て
橋
を
作
り
な
が
ら
前
進
し
て
行
き
、
最
終

的
に
は
代
表
者
３
名
が
「
鬼
釜
」
の
奥
ま
で
到
達
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。（
奥
行
き
は
約
１００
ｍ
あ
り
ま
し
た
。） 

 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
改
め
て
時
期
を
変
え
て
「
鬼
釜
」

を
調
査
し
、
今
後
の
「
保
全
・
活
用
」
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 
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１１
月
２５
日
（
月
）、
若
林
佐
都
子
先
生

の
指
導
で
「
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
③
」
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
講
座
は
年
末
恒
例
の
「
消
し
ゴ

ム
は
ん
こ
」
作
り
で
、
令
和
７
年
干
支
の

「
巳
」
を
モ
チ
ー
フ
に
制
作
し
ま
し
た
。 

 

予
め
デ
ザ
イ
ン
を
準
備
さ
れ
て
い
た

方
も
お
ら
れ
、
彫
り
方
等
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
彫
刻
刀
を
使
い
分
け
て
、

細
か
な
作
業
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

 

 

■
も
の
つ
く
り
教
室
③ 

（
11
月
９
日
） 

 

松
岡
純
夫
先
生
の
指
導
で
、 

 

「
も
の
つ
く
り
教
室
③
」
を 

 

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
杉 

 

材
を
利
用
し
て
「
本
立
て
」 

 

を
作
り
ま
し
た
。
ノ
コ
ギ
リ
等 

の
工
具
も
安
全
・
上
手
に
使
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

■
楽
描
教
室
③
（
１１
月
１６
日
） 

 

若
林
佐
都
子
先
生
の
指
導
で
、 

 

「
楽
描
教
室
③
」
を
開
催
し 

 

ま
し
た
。
来
年
の
干
支
で
あ
る 

 

「
へ
び
」
を
、
折
り
紙
を
使
っ

た
「
ち
ぎ
り
絵
」
で
表
現
し
ま

し
た
。 

■
し
め
縄
作
り
教
室 

 
 

 
 

 
 
 

（
１１
月
２３
日
） 

 

赤
木
恵
先
生
の
指
導
で
、「
し 

 

め
縄
作
り
教
室
」
を
開
催
し
ま 

 

し
た
。
毎
年
恒
例
の
お
正
月
を 

 

迎
え
る
準
備
で
、「
家
」
に
飾
る 

 

こ
と
を
目
標
に
楽
し
く
作
業

を
行
い
、
メ
ガ
ネ
型
の
し
め
縄 

 

が
完
成
し
ま
し
た
。 

 

※
「
自
然
を
楽
し
む
会
」
は
雨
天 

中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

  

 

         

「油木匠展」に出展された

故大杉登先生の彫刻「笛を

除月

 

１１
月
１８
日
（
月
）、
福
岡
佑
映
先
生
の

指
導
で
「
お
花
畑
教
室
①
」
を
開
催
し
ま

し
た
。 

 

初
め
て
の
企
画
講
座
で
、
今
回
は
ク
リ

ス
マ
ス
を
テ
ー
マ
に
「
リ
ー
ス
作
り
」
を

学
び
ま
し
た
。 

 

細
か
な
作
業
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

講
師
の
指
導
や
手
本
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
同
じ
材
料
で
も
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な

作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
ど
こ
に
飾

ら
れ
る
か
楽
し
み
で
す
。 

 
 

 

 

  

 

 

お花畑教室①

～全６回開催、お世話になりました～

 

多
種
多
様
な
体
験
活
動
や
交
流
を
通
じ
て
、子
ど
も
た
ち
は

新
し
い
発
見
を
し
て
い
き
ま
す
。 
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１１
月
１５
日
（
金
）、
本
年
度
最
後
の

「
ゆ
き
軽
ト
ラ
朝
市
」
を
開
催
し
ま

し
た
。 

 

当
日
は
雨
も
予
想
さ
れ
、
会
場
は 

急
遽
改
装
中
の
「R

e‐
create B

A
S

E

」 

の
軒
先
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。（
改
装
工
事
前
の
朝
市
風
景
が

戻
っ
た
よ
う
で
し
た
。） 

 

旬
の
冬
野
菜
の
販
売
や
焼
き
芋
の

販
売
等
が
行
わ
れ
、
常
連
の
方
や
車

で
通
り
が
か
り
の
方
も
立
ち
寄
ら
れ

て
買
物
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

全
６
回
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
関

係
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  
 

 

 

年末の大掃除 

 



 

ゆきの灯り  令和６年１２月発行 油木協働支援センター https://www.yukikyoudou.com 

 

 

 

 

 

 １２月１日（日）、「ゆきヒットスタジオ」（主催：油木協働支援セン

ター・文化イベント部）を開催しました。 

 「カラオケ好き」の歌自慢（老若男女）がシルトピア体育館へ集い、

日頃鍛えた歌声を披露して会場は大いに盛り上がりました。出演者の

皆さん、「熱唱・熱演」お疲れさまでした。ご協力感謝します！！ 

  

 

 

 

 

 

 結果発表   第１位 恒 川 小 夏 さん（トライエブリシング） ９７．０５８点 

（全６０曲中） 第２位 森   恵 美 さん（真夏の夜の夢）    ９６．０３２点 

       第３位 天 野 一 花 さん（手をつなごう）    ９５．９３０点 

 

東
油
木
百
楽
会
（
１０
月
１７
日
）・
安
田
豆
ま
め
ク
ラ

ブ
（
１０
月
２８
日
）
の
皆
さ
ん
が
「
に
し
か
わ
化
石
館
」

に
来
館
さ
れ
、
故
西
川
功
氏
が
遺
さ
れ
た
「
化
石
・
鉱

石
等
」
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。 

 

初
め
て
来
館
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
、
熱
心
に
説
明
を

聞
い
て
、
改
め
て
「
に
し
か
わ
化
石
館
」
の
価
値
を
認

識
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。 

  
 

 

 

－話の聞き方で心をつなぐ－（参考：新潟県教育委員会・新潟県地域家庭教育推進協議会「家庭教育支援ハンドブック」）          ★地域で子どもを見守り育てましょう（油木協働支援センター） 

 

聞いてもらうことで、

安心感を持ち、もっと

話せるようになりま

す。 

にしかわ化石館(0847-81-0309) 開館日：月・水・金(10:00～19:00) 

 

 

わかってもらえること

で、相手に対する信頼

感が育ちます。 

（
東
油
木
百
楽
会
） 

 
 

（
安
田
豆
ま
め
ク
ラ
ブ
） 

会話を通して、親子の

信頼関係が築けます。 

今回の「化石レプリカ作り」体験教室は、「にしかわ化石館」開館の中心

人物である元地域おこし協力隊・尾森武尊さん（呉市）の全面協力がありま

した。（ふるさとまつり１週間前にも諸準備で油木へ来てもらいました。） 

現在の「にしかわ化石館」は尾森さん退任から専門家不在が続き、故西川

功さんが遺された「化石・鉱物類」を活かして町に還元しきれていないのが

現状です。町の生涯学習の拠点として「にしかわ化石館」の更なる活用法に

ついて、アイデアを示唆いただければ幸いです。（神石高原町の財産です） 

 

「にしかわ化石館」は、「令和 6年ゆきふ

るさとまつり」にブースを設け、「化石レ

プリカ作り」体験教室を開催しました。

２３人の子どもたちが参加して、楽しい

時間を過ごすことができました。 

「聞いてもらえた」「話してくれた」の 

気持ちを大切にした、会話をこころがけ

ましょう。 

※聞く時のポイント 

①忙しくても手を止めて顔を見て聞く。 

②話の途中で口を挟まず、最後まで聞く。 

③話を聞いたら、まずは気持ちを受け止めて共感する。 

④親の価値観を押し付けない。 

⑤伝えたいことは「私なら～するよ」「私は～がいいと思

うよ」と私（Ｉアイ）メッセージで伝える。 

 

言葉のボールをキャッチして心もしっかり受け止めましょう

 

 

１１
月
９
日
（
土
）、「
忠
原
山
八
幡
神
社
」
に
於
い

て
伝
統
文
化
伝
承
部
会
に
よ
る
祭
事
撮
影
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

昔
よ
り
地
域
の
方
々
が
伝
え
て
盛
り
上
げ
る
祭
事

を
、
ド
ロ
ー
ン
等
を
使
用
し
て
多
様
な
角
度
か
ら
記

録
に
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

撮
影
さ
れ
た
映
像
は
部
会
活
動
の
中
で
、
編
集
さ

れ
る
予
定
で
す
。 

 

 

 

 １０月２１日（月）、神石高原中学校から手作り「ベンチ」が届き

ました。これは１年生が「総合的な学習の時間」に神石郡森林組合（安

田）の協力で、「間伐材」を利用して作製した力作です。 

 このベンチは今後、有効活用させていただく予定です。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 


